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視覚障害教育のための立体模型の制作

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

視覚障害教育において立体物を触ることでもの

の概念形成を図ることは大変重要である。この視

覚障害教育で必要な多種多様な立体模型を作成で

きるのが3Dプリンタである。しかし3Dプリンタ

の操作は決して簡単ではなく、とりわけ3Dデー

タの作成には3次元CADソフト（立体製図ソフ

ト）の技術が必要であり、これを盲学校・視覚特

別支援学校の教員が習得するのはハードルが高い。

そこで大学、高専、工業高校など、3Dプリンタ

を使う技術を持ち、かつその技術を社会に役立て

たいという思いを持つ人々・組織の力を結集し、

これをネットワーク化することで視覚障害教育に

役立つ3Dデータの作成と立体模型の印刷を加速

させる。
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